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【昨日の市況概要】 公示仲値 110.66

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 110.51 1.1889 131.38 0.9637 1.3208 0.7980
SYD-NY High 111.05 1.1923 131.74 0.9706 1.3407 0.8017
SYD-NY Low 110.07 1.1837 131.15 0.9618 1.3148 0.7956
NY 5:00 PM 110.23 1.1920 131.43 0.9636 1.3397 0.8005

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 8.93/9.265 Δ25RR 0.873 Yen Call Over
NY DOW 22,203.48 45.30 債券市場 日本2年債 -0.1250 0.9bp         
NASDAQ 6,429.08 ▲ 31.10 日本10年債 0.0500 1.6bp         
S&P 2,495.62 ▲ 2.75 米国2年債 1.3615 1.4bp         

日経平均 19,807.44 ▲ 58.38 米国5年債 1.7770 1.0bp         
TOPIX 1,632.13 ▲ 5.20 米国10年債 2.1847 ▲0.4bp      

ｼｶｺﾞ日経先物 19,765.00 ▲25.00 独10年債 0.4130 1.2bp         
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,295.39 ▲84.31 英10年債 1.2300 8.5bp         
DAX 12,540.45 ▲13.12 豪10年債 2.7240 5.4bp         【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

ﾊﾝｾﾝ指数 27,777.20 ▲ 116.88 為替市況 USD/CNH 6.5428 ▲ 0.0049 　
上海総合 3,371.43 ▲ 12.72 ドルインデックス 92.12 ▲0.40

USDJPY 3M Vol 9.45 0.17% 商品市況 CRB指数 183.310 0.43
USDJPY 6M Vol 9.47 0.02% NY金 1,329.30 1.30
EURJPY 3M Vol 9.28 0.15% WTI 49.89 0.59
EURJPY 6M Vol 9.63 ▲0.02% Dubai Spot 53.77 0.72

　

【予想レンジ】
通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

　

担当：藤巻・森谷

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されています
が、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断で
なさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。
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【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想
9月14日 8:50 日 対内・対外証券投資 - - -

10:30 豪 雇用者数変化/失業率 8月 54.2K/5.6% 20.0K/5.6%

11:00 中 小売売上高/固定資産投資/鉱工業生産(年初来前年比) 8月 10.4%/7.8%/6.7% 10.4%/8.2%/6.8%

13:30 日 鉱工業生産(前月比/前年比)・確報 7月 -0.8%/4.7% -/-

20:00 英 BOE金融政策決定会合　政策金利 - 0.250% 0.250%

21:30 米 新規失業保険申請件数 - 284K 300K

21:30 米 CPI（前月比/前年比) 8月 0.4%/1.9% 0.3%/1.8%

21:30 米 コアCPI(前月比/前年比) 8月 0.2%/1.7% 0.2%/1.6%

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回
9月15日 21:30 米 ニューヨーク連銀製造業景気指数 9月 18.0 25.2

21:30 米 小売売上高(前月比)・速報 8月 0.1% 0.6%

23:00 米 ミシガン大学消費者マインド・速報 9月 95.0 96.8
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海外市場のﾄﾞﾙ円は110円台半ばでの底堅い推移となり､110.73ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方｢北朝鮮でﾐｻｲﾙ発射の兆候､ICBMの可能性｣とのﾍｯ
ﾄﾞﾗｲﾝが伝わると､地政学ﾘｽｸの高まりを受けてﾄﾞﾙ円は110.39まで急落｡その後発表された米8月消費者物価指数がｴﾈﾙｷﾞｰ物価の上昇な
どから予想を上回ったことで米金利が急反発したことから､ﾄﾞﾙ円は高値111.05まで急伸｡しかし､111円を明確に抜け切ることができず､利益
確定のﾄﾞﾙ売りなどから再び110.32まで急反落｡上記北朝鮮に関わる報道は海外時間にすでに伝わっていたことや､米金利も底堅く推移し
たことからこの水準では下げ渋った｡午後は主に110.50を挟んでの推移となったが､米金利低下を背景にﾄﾞﾙ売りが強まり､流動性の少ないｸ
ﾛｰｽﾞ間際にこの日の安値となる110.32を下抜け110.07まで下落｡しかし新規材料に欠く中110円台を割り込む展開とはならず､110.23ﾚﾍﾞﾙでｸ

ﾛｰｽﾞした｡一方ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1892ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡強い米8月消費者物価指数を受けて一時1.1837まで下落｡しかし米金利の急落を受けてﾄﾞﾙ
売りが強まると1.18台後半まで反発｡その後ﾊﾞｲﾄﾏﾝ独連銀総裁の「ECBはﾀｲﾐﾝｸﾞを逃さず､適切なﾀｲﾐﾝｸﾞで正常化を進めることが大切」との
発言を受けてﾕｰﾛ買いが強まると1.1923まで上昇し､1.1920ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡
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東京時間のﾄﾞﾙ円は110.51ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡前日海外時間にﾄﾗﾝﾌﾟ政権の税制改革に対する期待感が高まったことや仲値にかけてﾄﾞﾙ買いが
強まったことからﾄﾞﾙ円は堅調推移となり一時110.73まで上昇｡しかし､中国で発表された経済指標が冴えない結果となったことに加えて､｢
日本列島は核爆弾により海に沈められなければならない｣との北朝鮮・朝鮮ｱｼﾞｱ太平洋平和委員会による報道官声明が伝わったこと等か
ら110円台半ばまで反落｡その後も上値の重い推移が継続し110.44ﾚﾍﾞﾙで海外へ渡った｡また､良好な豪8月雇用統計の結果を受けて豪ﾄﾞﾙ
は大きく上昇する展開となった｡東京時間の豪ﾄﾞﾙは対ﾄﾞﾙで0.7980ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡豪8月雇用統計において雇用者数変化が前月比+54.2千
人と市場予想(同:+20.0千人)を大きく上回る結果となると一時0.8017まで急騰｡その後､冴えない中国経済指標の結果を受けて伸び悩んだも
のの大幅下落とはならず､0.7999ﾚﾍﾞﾙで海外へ渡った｡(東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は110.44ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡序盤は特段の材料が無い中､横ばい推移。その後、英中銀のﾀｶ派的な議事要旨を受けて欧米の
利回りが上昇すると､日米金利差が意識され110.74まで上昇｡110.73ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは1.3217ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ﾛﾝﾄﾞﾝ中心部の8月
の住宅価格が2008年以来の大幅な下落をみせたこと等が嫌気されてか､英中銀金融政策決定会合を前に1.32割れを示現｡注目された政策
金利発表では､ｿｰﾝﾀﾞｰｽﾞ委員とﾏｶﾌｧｰﾃｨｰ委員が利上げを支持したものの反対多数(7-2)で政策金利は据え置かれた事に加え､年内の利
上げを支持する姿勢を示していたﾊﾙﾃﾞｰﾝ理事が今回は反対票を投じていたことから､発表後に1.3148まで下落｡しかし同時に公表されてい
た議事要旨において､経済が引き続き成長してｲﾝﾌﾚ圧力が高まり続ければ｢今後数ｶ月｣に利上げを実施する必要があるとのﾀｶ派的見解
が含まれていたため直ぐに反転｡1.3339まで急騰し､1.3335ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1879ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ECB理事会ﾒﾝﾊﾞｰのｽﾒｯﾂ･ﾍﾞﾙ
ｷﾞｰ中銀総裁が､ﾕｰﾛ圏のｲﾝﾌﾚは底入れしたようだとの見解を示したことを受けてﾃｰﾊﾟﾘﾝｸﾞ観測が再燃｡1.1910まで上昇した後は､ｽﾛﾍﾞﾆｱ中
銀総裁が緩和縮小の決定にはまだﾃﾞｰﾀが必要との見解を示したことで上値は押さえられ､1.1892ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531
444 179 山本)

昨日の海外市場でのドル/円相場は、行って来いの展開。まず英中銀のMPCにおいて数ヶ月以内の緩和縮小が示唆
されたことを背景にグローバルに金利が上昇する中、ドル/円は堅調に推移。その後注目された米8月消費者物価指
数が市場予想を上回ったことを受け、ドル/円は一時111.05まで上昇するも、北朝鮮がICBMの発射準備を行っている
可能性という報道等を背景にドル/円は下落し、結局110.23でクローズ。また今朝方北朝鮮によるミサイル発射報道
を受けドル/円は一時109.55まで下落した。本日は、週末の地政学リスクが意識される中、積極的なポジションテイク
が難しい可能性があることから、軟調な推移を予想する。


